
第
7
回
高
大
連
携
教
育
研
究
会 

「ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
深
耕
と
評
価
法
」 

１
．
日
時
：平
成
28
年
9
月
5
日(

月)

15
時
～
17
時 

２
．
場
所
：
湘
北
短
期
大
学 

図
書
館 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

３
．
内
容
： 

・
高
校
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
進
展 

藤
沢
清
流
高
等
学
校 

小
島 

昭
彦
先
生 

・
「
教
育
に
対
す
る
価
値
観
に
関
す
る
制
度
的
・
政
策

的
・
社
会
的
状
況
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」 

生
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科 

佐
藤 

知
条 

・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
多
面
的
活
用 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
・情
報
学
科 

小
棹 

理
子 

・
意
見
交
換 

４
．
出
席
者
：
連
携
校
5
校
6
名
、
大
和
市
立
引
地
台

中
学
校
2
名
、
本
学
教
職
員
9
名
、
計
17
名 
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【
学
校
で
の
教
育
活
動
す
べ
て
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
】 

進
路
に
つ
い
て
考
え
行
動
さ
せ
る
指
導
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｌ

型
授
業
を
教
科
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
生
徒
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

ス
キ
ル
（
汎
用
的
能
力
）
を
伸
ば
し
、
将
来
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、「
知
識
を
活
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る
能
力
」
と

「
人
と
自
分
に
ベ
ス
ト
な
関
係
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
力
」
を

測
定
す
る
た
め
の
「
学
び
未
来PASS

（
河
合
塾
）」
のPROG

-H

を
導
入
、
調
査
を
開
始
し
た
。 

 

【
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
】 

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
、
役
職
に
つ
い
て
い
る
者
や
特

定
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
者
だ
け
が
発
揮
す
る
も
の
で
は
な

く
、
か
か
わ
っ
て
い
る
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し

て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
。
「
目
標
の
設
定
と
共
有
」、「
率
先
垂

範
」、「
同
僚
支
援
（
環
境
整
備
）」
の
三
要
素
か
ら
な
る
。
同
校

で
は
、
株
式
会
社
イ
ノ
ベ
ス
ト
と
3
年
間
の
連
携
を
結
び
、
今

年
度
よ
り
部
活
動
に
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
の
導
入
を
試

み
て
い
る
。 

平
成
28
年
か
ら
「
県
立
高
校
改
革
実
施
計
画
（I

期
）」
の
「
授

業
力
向
上
推
進
重
点
校
」
と
し
て
3
年
間
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
始
動
し
た
。 

（
裏
面
に
続
く
） 

 

【さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
へ
】 

講
演
者
の
発
表
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す 

◎ S
C

oP
P

 

湘
北
カ
レ
ッ
ジ
・パ
ス
・プ
ロ
グ
ラ
ム 

http://scopp.shohoku.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湘
北
短
期
大
学 

 

1
年
半
前
に
本
学
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
大
学
内

で
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
「
高
校
に
お
け
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
）
の
実
践
」。
今
回
は

そ
の
続
編
と
し
て
再
度
小
島
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
「
藤
沢
清
流
高
校
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
の
セ
カ
ン
ド
・

ス
テ
ー
ジ
」
を
伺
い
ま
し
た
。 

 【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】 

Ａ
Ｌ
に
よ
り
、
90
分
授
業
に
お
け
る
授
業
者
の
創

意
工
夫
を
喚
起
し
、
組
織
的
な
授
業
改
善
が
可
能
に

な
り
、
結
果
と
し
て
生
徒
全
体
の
学
力
向
上
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
導
入
の
背
景
。
藤
沢
清
流
高
校
は
、

平
成
25
～
27
年
の
間
、「
確
か
な
学
力
向
上
推
進
（
Ａ

Ｌ
に
基
づ
く
）」
研
究
推
進
校
に
選
定
さ
れ
た
。
同
校

で
は
「
Ａ
Ｌ
型
授
業
の
方
法
は
統
一
せ
ず
」
に
、
各

教
科
で
検
討
を
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
、
さ
ら

に
新
た
な
方
法
に
よ
り
改
善
を
試
み
る
、
と
い
う
サ

イ
ク
ル
が
構
築
さ
れ
た
。 

Vol.12 

意
義
深
か
っ
た
教
育
研
究
会 

有
馬
高
校 

角
田
一
平 

校
長 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
長 

小
棹
理
子 

 高
大
連
携
通
信 
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7
月
11
日
（
月
）
に
川
崎
市
立
川
崎
総
合
科
学
高

校
の
情
報
工
学
科
2
年
生
34
名
と
高
木
先
生
・
津
久

井
先
生
を
迎
え
、
今
年
も
「
一
日
体
験
授
業
」
が
開
催

さ
れ
た
。 

当
日
は
、
10
時
に
本
厚
木
駅
よ
り
本
学
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
来
学
、
10
時
20
分
か
ら
全
体
説
明
、
11
時
よ

り
「
３
D
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
」
を
在
学

生
と
と
も
に
受
講
、
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食

を
と
っ
た
の
ち
12
時
30
分
か
ら
学
内
見
学
。
新
装
成

っ
た
ば
か
り
の
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
演
習
室
、
図
書
館
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
就
職
）
部
で
説
明
を
受
け
た
の

ち
、
通
常
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管

理
室
に
案
内
。
情
報
工
学
科
の
生
徒
さ
ん
な
ら
で
は
の

興
味
の
高
さ
に
説
明
者
も
熱
が
入
っ
た
。 

特
別
講
義
で
は
、
今
年
入
学
し
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
I

T
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
先
輩
の
説

明
を
受
け
た
の
ち
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ロ
ボ
ッ
ト
、

P
e
p
p
e
r

（
ペ
ッ
パ
ー
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
。

ペ
ッ
パ
ー
の
上
手
な
教
員
紹
介
に
拍
手
が
起
こ
っ
た
。 

二
〇
一
二
年
よ
り
開
始
さ
れ

た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
５
回
目

と
な
っ
た
が
、
毎
年
何
か
し
ら

新
し
い
発
見
を
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

一
日
体
験
授
業
の
報
告 

次
に
、
「
Ａ
Ｌ
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
・
制
度
的
・
政

策
的
な
諸
要
素
と
の
関
係
の
う
ち
に
成
立
し
、
そ
れ
は
実

践
の
展
開
で
い
か
に
影
響
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
切
り
口
か
ら
佐
藤
が
考
察
・

問
題
提
起
し
ま
し
た
。 

一
九
八
四-

八
七
年
の
臨
時
教
育
審
議
会
か
ら
「
個

人
の
自
由
な
選
択
と
競
争
に
基
づ
い
た
教
育
の
再
編
」

が
提
言
さ
れ
、
格
差
教
育
の
導
入
が
進
展
し
た
。
一
九

九
七
年
に
は
、
文
部
省
（
当
時
）
が
、
「
学
校
制
度
の

複
線
化
構
造
や
柔
軟
化
・
強
力
化
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
の
主
体
的
な
選
択
の
範
囲
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
、
各
人
の
能
力
・
適
性
に
応
じ
た
教
育
を

展
開
す
る
上
で
重
要
」、
と
答
申
を
発
表
。
市
民
の
価

値
観
が
変
化
し
、
教
育
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
と
ら
え
る

と
と
も
に
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
学
校
が

良
い
学
校
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
・
価
値
観
が
醸
成
さ

れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
長
引
く
不
況
と
個
人
の

孤
立
に
よ
り
、
「
個
人
の
自
己
実
現
」
が
結
び
つ
か
な

く
な
っ
た
。
Ａ
Ｌ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

と
し
て
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
現
実
社
会
で
有
用
な

能
力
）
の
獲
得
」
と
「
未
来
の
効
用
」
が
あ
げ
ら
れ
る 

 

最
後
に
、
第
7
回
に
引
き
続
き
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
が
テ
ー

マ
で
し
た
。
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
一
般
的

な
話
を
主
と
し
て
小
棹
が
多
面
的
活
用
を
紹
介
し
ま
し
た
。
と

く
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
授
業
で
学
生
に
獲
得
し
て
欲
し
い

能
力
・
ス
キ
ル
を
学
生
に
明
示
す
る
役
目
」
で
す
。 

大
学
で
の
「
学
修
成
果
の
評
価
お
よ
び
卒
業
の
認
定
に
当

た
っ
て
は
、
客
観
性
お
よ
び
厳
格
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学

生
に
対
し
て
そ
の
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
、
そ
の
基
準

に
し
た
が
っ
て
評
価
を
適
切
に
行
う
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
標
準
的
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
は
、「
評
価
観
点
」
と

「
評
価
尺
度
」
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
表
示
さ
れ
る
た
め
、
学

生
に
対
し
授
業
で
獲
得
す
べ
き
能
力
・
知
識
が
明
確
に
示
さ

れ
る
。
授
業
開
始
前
に
学
生
に
提
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
採
点
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
、
複
数
教
員
で
担
当
す
る

科
目
に
お
け
る
評
価
の
公
平
性
が
保
た
れ
る
こ
と
も
期
待

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
が
向
い
て
い

な
い
授
業
も
あ
る
。PDCA

に
よ
り
、
適
宜
改
訂
を
行
っ
て
い

く
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
各
校
で
の
実
施
状
況
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。「
教
員
が
一
方
的
に
話
さ
な
く
な
る
と
生
徒
間
で
教
え

あ
い
が
始
ま
る
例
が
見
ら
れ
た
」
、「
形
式
か
ら
Ａ
Ｌ
に
入
る
高

校
も
あ
る
」
、「
逆
に
Ａ
Ｌ
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
グ
ル
ー
プ
の
中

で
他
人
任
せ
に
す
る
生
徒
が
出
る
」、「
中
・
高
・
大
で
の
Ａ
Ｌ

の
状
況
が
良
く
分
か
っ
た
」、「
Ａ
Ｌ
が
上
手
な
先
生
は
そ
も
そ

も
旧
来
の
授
業
も
上
手
」
な
ど
、
興
味
深
い
話
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
初
め
て
知
っ
た
」、

「
入
試
で
真
の
学
力
は
測
れ
る
の
か
」、
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

約
一
時
間
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。 
（
了
） 

が
、
「
必
要
性
の
理
解
」
と

「
消
費
者
の
要
求
」
が
相
容

れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
と

く
に
、
学
校
教
育
で
測
っ
て

い
る
「
学
力
」
で
こ
ど
も
の

能
力
と
可
能
性
を
評
価
で

き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が

残
る
。 

 


